
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大

で
日
本
中
が

大
混
乱
し
て
い
る
。
当
初
7
都

府
県
に
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣

言
が
、
4
月
16
日
に
は
京
都
府

も
含
め
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
。

経
済
全
体
へ
の
影
響
が
心
配
だ

が
、
我
々
医
療
機
関
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
▼
こ
の
間
の
首

相
を
は
じ
め
と
し
た
政
治
家
の

記
者
会
見
を
見
て
い
て
思
っ
た

こ
と
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
低
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
だ
。「
私
の
責
任

で
」
と
か
「
決
断
し
た
」
と

い
っ
た
言
葉
を
や
た
ら
と
多
用

し
て
い
る
が
、「
え
え
か
っ
こ

し
い
」
と
感
じ
る
だ
け
で
、
全

然
心
に
響
い
て
こ
な
い
。
こ
れ

は
小
生
の
感
じ
方
が
ひ
ね
く
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
施
策
一

つ
ひ
と
つ
に
も
賛
否
い
ろ
い
ろ

思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
万
人

が
喜
ぶ
施
策
が
あ
る
は
ず
も
な

い
の
で
、
国
民
の
心
に
響
く
話

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
る
。
言
質
を
取
ら
れ
な
い
こ

と
に
終
始
し
て
持
っ
て
回
っ

た
、
官
僚
の
作
文
の
よ
う
な
言

い
回
し
で
は
我
々
の
心
に
響
か

な
い
▼
想
定
の
範
囲
外
と
い
う

言
葉
が
免
罪
符
の
よ
う
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
一
定

の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
仕
方

が
な
い
と
理
解
で
き
る
が
、
想

定
の
範
囲
外
の
事
態
へ
の
想
像

力
は
必
要
だ
。
想
定
の
範
囲
を

科
学
的
に
検
証
し
て
定
め
て
い

る
の
な
ら
ば
ま
だ
良
い
が
、
現

状
に
合
わ
せ
て
基
準
を
定
め
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
▼
京
都
市
で
も
、
保

健
所
の
集
約
化
な
ど
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
集
約
化
、
合
理
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
当
に
そ
れ

で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？ 

（
内
）

　
例
年
な
ら
こ
の

シ
ー
ズ
ン
は
、
花

粉
症
や
そ
ろ
そ
ろ

始
ま
る
学
校
健
診

で
患
者
さ
ん
が
多

く
な
る
は
ず
が
、

今
年
は
健
診
は
中
止
。
こ
れ
以

上
患
者
が
増
え
る
こ
と
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
つ
い
先
日
ま
で

テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
有
名
タ
レ

ン
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
で
あ
っ
け
な
く
亡
く
な
り

驚
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
ス

タ
ッ
フ
の
1
人
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。
息
子
さ
ん
が
勤
め
る

バ
イ
ト
先
で
感
染
者
が
出
て
、

家
族
全
員
が
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。
幸
い
（
で
も
な
い
が
）、

患
者
数
が
減
り
シ
フ
ト
は
そ
の

ま
ま
で
業
務
を
こ
な
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
い
よ
い
よ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
身
近
に
迫
っ

て
き
た
。
昨
年
の
消
費
税
増

税
、
そ
し
て
診
療
報
酬
改
定
に

よ
る
不
安
に
追
い
打
ち
を
か
け

ら
れ
た
。
間
違
い
な
く
収
入
は

下
が
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
患
者
が
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
と
聞

く
。
協
会
の
斡
旋
融
資
制
度
で

は
運
転
資
金
の
低
利
は
そ
の
ま

ま
に
協
会
手
数
料
を
無
料
と
し

た
（
関
連
3
面
）。
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
だ
。

　
個
人
的
な
話
と
な
る
が
、
不

覚
に
も
協
会
の
融
資
制
度
を
知

ら
な
い
ま
ま
、
一
般
の
開
業
資

金
の
融
資
を
受
け
辛
い
思
い
を

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
利

率
な
ど
融
資
条
件
の
良
い
銀
行

だ
と
思
っ
た
が
、
担
保
が
い
る

と
言
わ
れ
た
。
そ
ん
な
も
の
は

な
い
。
自
宅
の
土
地
建
物
を
提

示
し
た
が
、
当
時
ち
ょ
う
ど
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
土
地
価
格
は
下

が
り
、
担
保
価
値
が
低
い
と
言

わ
れ
た
。
仕
方
な
く
言
わ
れ
る

が
ま
ま
に
生
命
保
険
証
書
を
差

し
出
し
た
。
前
理
事
長
で
は
な

い
が
、〝
死
ん
で
た
ま
る
か
〞

と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
何

と
か
昨
年
証
書
が
手
元
に
戻
っ

て
き
た
が
、
も
っ
と
早
く
に
協

会
を
知
っ
て
お
け
ば
と
の
思
い

で
、
協
会
の
融
資
制
度
を
広
く

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活

動
中
で
あ
る
。

　
会
員
も
徐
々
に
高
齢
化
し
て

き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
若
い
勤
務
医
に
種
々
の
制
度

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特

に
、
新
規
開
業
の
医
師
に
は
是

非
と
も
入
会
し
て
融
資
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
一
方
で
、
開
業
医
に
と
っ
て

悩
ま
し
い
税
制
を
め
ぐ
る
課
題

に
も
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
対
応

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
消
費
税
問
題
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
今
後

し
っ
か
り
注
視
し
発
言
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
不
安
材
料
と

な
る
国
税
局
に
対
し
て
は
、
保

団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携

し
、
2
月
20
日
に
交
渉
に
あ

た
っ
た
（
関
連
3
面
）。
昨
年

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
協
会
会
員
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
国
税
局
か
ら
回
答
を
も

ら
っ
た
。
し
か
し
、〝
国
税
庁

に
伝
え
る
〞〝
上
に
伝
え
る
〞

と
曖
昧
な
言
葉
で
終
わ
る
の
は

相
変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た
。
明
確

な
回
答
を
求
め
て
い
く
た
め
に

も
、
会
員
か
ら
の
具
体
的
、
積

極
的
な
発
言
を
お
願
い
し
た
い
。

協
会
融
資
、
運
転
資
金
の
条
件
緩
和

医
療
経
営
の
一
助
に

　
下
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
に
欠

員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
0
年

4
月
25
日
（
土
）

　
▽
締
切
日
時
＝
4
月
30
日

（
木
）
午
後
4
時

　
▽
定　
員
＝
代
議
員
3

人
、
予
備
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
　

予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

下
京
東
部

　
協
会
は
、「
京
都
府
内
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
」
の
緊
急
提
言
に

続
き
、第
二
次
緊
急
提
言
を
と
り
ま
と
め
、▼
入
院
医
療
体
制
の
強
化
▼
医
療
材
料
の
緊
急

配
備
▼
空
床
確
保
時
の
損
失
補
て
ん
▼
保
健
所
等
の
敷
地
内
で
の
公
的
な
発
熱
外
来
の
設

置
▼
医
療
経
営
へ
の
支
援
―
を
求
め
た
。
提
言
書
は
4
月
16
日
に
府
に
手
渡
し
、
提
案
の

説
明
を
行
っ
た
。対
応
は
健
康
対
策
課
課
長
の
田
中
美
奈
子
氏
と
同
参
事
の
玉
井
菜
実
氏
。

　
1
、
国
に
対
し
て
求
め
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と

　（
1
）「
コ
ロ
ナ
以
前
」
か
ら

の
政
策
検
討
は
一
旦
ス
ト
ッ
プ

し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
に

注
力
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
日
本
に
お
け
る

従
来
の
医
療
・
社
会
保
障
政

策
、
そ
れ
に
基
づ
き
構
築
さ
れ

て
き
た
医
療
提
供
体
制
が
、
感

医
療
提
供
体
制
に
係
る
第
二
次
緊
急
提
言

染
症
に
対
し
て
い
か
に
脆
弱
で

あ
っ
た
か
を
露
呈
し
た
。
今
や

「
コ
ロ
ナ
以
前
」
の
医
療
費
抑

制
、
提
供
体
制
の
絞
り
込
み
路

線
の
ま
ま
突
き
進
む
こ
と
は
賢

明
で
は
な
い
。
京
都
府
に
お
か

れ
て
は
、
国
・
厚
生
労
働
省
に

対
し
、
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
、
地
域
医
療
構
想
・
医
師
偏

在
是
正
・
医
師
の
働
き
方
等
改

革
を
三
位
一
体
で
進
め
る
方
針

に
基
づ
く
、
外
来
機
能

の
分
化
や
医
療
計
画
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
は

審
議
を
ス
ト
ッ
プ
し
、

感
染
収
束
の
そ
の
日
ま

で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

対
策
に
注
力
す
る
よ
う

求
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
収
束
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
経
験
を
踏
ま
え

た
医
療
・
社
会
保
障
政

策
を
進
め
る
こ
と
を
強

く
要
請
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
2
、
京
都
府
に
検
討
・
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　（
1
）
医
療
機
関
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
対
応
に
注
力
で
き
る

支
援
を

　
①
医
療
機
関
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
対
応
に
注
力
で
き
る
支
援

が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観

点
か
ら
、
政
府
に
対
す
る
京
都

府
か
ら
の
緊
急
要
望
は
医
療
提

供
体
制
を
担
う
医
療
機
関
や
関

係
者
を
励
ま
す
も
の
で
あ
る
と

受
け
止
め
る
。
京
都
府
に
は
こ

う
し
た
内
容
を
医
療
機
関
や
医

療
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に
発

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
②
特
に
医
療
機
関
を
は
じ
め

と
し
た
事
業
者
が
積
極
的
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
制
度
や
シ
ス

テ
ム
の
整
備
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
財
政
的
な
支
援
が
緊
急
に
必

要
で
あ
る
。
特
に
医
療
の
現
場

で
は
、
マ
ス
ク
、
防
護
具
、
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
酸
素
、
人

工
呼
吸
器
な
ど
の
緊
急
の
配
備

が
求
め
ら
れ
る
。
状
況
把
握
を

定
期
的
、
継
続
的
に
行
い
実
態

と
対
策
、
見
通
し
を
公
表
す
る

と
と
も
に
、
相
互
の
融
通
に
つ

い
て
も
支
援
で
き
る
方
策
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　（
2
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
る

入
院
医
療
体
制
の
強
化
を

　
①
京
都
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
病
床
を

遅
く
と
も
4
月
末
ま
で
に
は
、

一
定
の
感
染
症
予
防
対
策
を
講

じ
た
一
般
医
療
機
関
を
加
え
て

2
5
0
床
に
、
さ
ら
に
4
0
0

床
へ
の
拡
大
を
目
指
す
と
は
示

し
て
い
る
が
、「
一
定
」の
内
容

が
不
明
で
あ
る
た
め
医
療
機
関

側
か
ら
す
れ
ば
即
応
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
当
会
が
提
言
し

た
感
染
防
止
対
策
加
算
医
療
機

関
と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
②
ド
イ
ツ
で
は
緊
急
で
な
い

手
術
等
を
延
期
し
て
病
床
稼
働

率
を
50
％
以
下
に
下
げ
、
空
床

確
保
に
伴
う
補
償
が
国
に
お
い

て
3
3
0
0
億
円
以
上
予
算
化

さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
の
た
め
に
空
床
を
確
保
す
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
の

よ
う
に
そ
れ
に
よ
る
損
失
補
填

を
講
じ
る
な
ど
具
体
的
な
方
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
③
通
常
の
医
療
提
供
を
極
力

守
る
観
点
か
ら
は
、
従
来
の
病

床
規
制
を
一
時
停
止
し
て
病
院

敷
地
等
に
追
加
的
に
簡
易
病
床

を
設
置
で
き
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　（
3
）
緊
急
に
P
C
R
・
抗

体
検
査
に
も
対
応
す
る
発
熱
外

来
設
置
、
保
健
所
機
能
の
活

用
・
拡
充
を

　
①
京
都
府
、
京
都
市
の
本
庁

内
に
、
医
師
等
専
門
職
を
含
め

た
対
策
検
討
チ
ー
ム
を
常
設

し
、
同
様
の
も
の
を
地
域
の
保

健
所
に
も
設
置
（
京
都
市
の
場

合
は
、
本
庁
に
集
め
た
専
門
職

を
再
度
各
行
政
区
に
戻
し
、
保

健
所
機
能
を
復
活
さ
せ
る
）
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
②
保
健
所
に
は
、
そ
の
敷
地

内
に
発
熱
外
来
を
臨
時
で
設
置

し
、
地
区
医
師
会
の
協
力
を
得

て
開
業
医・病
院
勤
務
医（
小
児

科
医
も
含
む
）
に
よ
る
輪
番
診

療
に
し
て
は
ど
う
か
。

吉
中
理
事
が
緊
急
提
言
を
府
担
当
課
に

（
2
面
に
続
く
）

医
療
経
営
支
援
含
め
た
提
供
体
制
確
保
を

新
型
コ
ロ
ナ
で
府
に
二
度
目
の
提
言

2 0 2 0 年 （令和 2年） 4 月 2 5 日 第 3 0 7 2 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

改
定
こ
う
み
る（
内
科
・
在
宅
）

�

（
2
面
）

京
都
市
介
護
審
査
会
の「
合
議
」問
う�

（
3
面
）

政
策
解
説
・
厚
労
省
医
療
計
画
で

感
染
症
論
じ
ず�

（
４
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３
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今
回
の
改
定
率
は
本
体
プ
ラ

ス
0
・
55
％
（
国
費
6
0
0
億

円
、
医
療
費
2
6
0
0
億
円
）

薬
価
・
材
料
マ
イ
ナ
ス
1
・
01

％
（
同
マ
イ
ナ
ス
1
1
3
0
億

円
、
マ
イ
ナ
ス
4
5
0
0
億

円
）
と
さ
れ
る
が
、
救
急
病
院

勤
務
医
へ
の
対
応
に
一
部
消
費

税
財
源
か
ら
充
て
ら
れ
て
お
り

実
質
本
体
改
定
は
0
・
47
％
、

ネ
ッ
ト
で
最
終
マ
イ
ナ
ス
0
・

46
％
の
改
定
で
あ
る
が
、
マ
ス

コ
ミ
報
道
で
は
例
に
よ
っ
て
医

療
費
ア
ッ
プ
と
喧
伝
さ
れ
て
い

る
。

　
全
科
に
ま
た
が
っ
て
み
れ
ば

初
・
再
診
料
、
入
院
基
本
料
、

特
定
入
院
料
の
本
体
点
数
が
全

く
引
き
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
調
剤
料
の
「
内
服
薬
、

浸
煎
薬
、
屯
服
薬
、
外
用
薬
」

が
20
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
2
点
、

薬
剤
師
常
勤
が
算
定
要
件
の
入

院
外
の
調
剤
技
術
基
本
料
が
26

年
ぶ
り
の
ア
ッ
プ
で
プ
ラ
ス
6

点
。
静
脈
血
採
取
料
は
プ
ラ
ス

5
点
、
点
滴
注
射
手
技
料
1
・

2
が
プ
ラ
ス
1
点
、
ま
た
、
関

節
穿
刺
（
片
側
）
が
プ
ラ
ス
20

点
引
き
上
げ
な
ど
院
内
調
剤

料
、
注
射
、
処
置
、
手
術
の
汎

用
点
数
が
上
げ
ら
れ
た
反
面
、

慢
性
維
持
透
析
の
大
幅
引
き
下

げ
、
生
化
学
（
1
）
の
10
項
目

以
上
の
包
括
点
数
、
超
音
波
検

査
の
パ
ル
ス
ド
プ
ラ
加
算
の
引

き
下
げ
な
ど
の
改
悪
が
あ
っ
た
。

診診 療療 報報 酬酬
改定こうみる

2020

3

　
糖
尿
病
領
域
で
は
分
娩
後
も

継
続
し
て
血
糖
管
理
が
必
要
な

場
合
、
分
娩
後
12
週
間
に
1
回

算
定
で
き
る
在
宅
妊
娠
糖
尿
病

患
者
指
導
管
理
料
「
2
」
が
新

設
さ
れ
た
。
ま
た
、
間
歇
ス

キ
ャ
ン
式
持
続
血
糖
測
定
器
に

よ
る
自
己
測
定
器
加
算
が
新

設
。

　
消
化
器
領
域
で
は
幼
児
に
内

視
鏡
な
ど
を
行
っ
た
場
合
の
幼

児
加
算
が
新
設
。

　
循
環
器
・
呼
吸
器
領
域
で
は

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
が
再

編
さ
れ
、
1
回
目
か
ら
5
回
目

の
受
診
に
お
け
る
指
導
お
よ
び

治
療
管
理
を
包
括
し
た
「
2
」

が
新
設
さ
れ
た
。

　
一
方
、
前
回
改
定
で
保
険
適

用
さ
れ
た
長
谷
川
式
知
能
評
価

ス
ケ
ー
ル
が
3
カ
月
に
1
回
の

算
定
に
制
限
さ
れ
た
。

　
画
像
診
断
の
レ
セ
プ
ト
記
載

は
、
従
来
か
ら
撮
影
部
位
の
記

載
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今

回
の
改
定
で
部
位
を
選
択
し
て

記
載
す
る
こ
と
に
さ
れ
た
。
超

音
波
検
査
の
胸
腹
部
に
つ
い
て

も
領
域
を
記
載
す
る
こ
と
に
さ

れ
て
お
り
、
医
療
機
関
に
レ
セ

プ
ト
請
求
時
の
過
剰
な
事
務
負

担
を
も
た
ら
す
改
定
と
な
っ

た
。

　
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
今

次
改
定
で
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
今
回
も
、
協
会
が
機
会
あ
る

ご
と
に
改
善
を
求
め
て
い
る
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
、
施
設

入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の

「
単
一
建
物
居
住
者
」
に
よ
る

不
当
な
点
数
設
定
は
改
善
さ
れ

な
か
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
在
宅
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
診
察

や
検
査
を
行
い
、
そ
の
方
に
適

し
た
療
養
方
法
を
検
討
、
他
職

種
と
も
協
力
し
て
、
い
わ
ば

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
こ
と
へ
の
評
価
の
は
ず

で
あ
る
。
同
じ
建
物
に
何
人
の

患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
る
か
な
ど

全
く
関
係
は
な
い
。
粘
り
強
く

要
求
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
同
一
建
物
訪
問
看
護
・
指
導

料
で
は
、
同
一
建
物
訪
問
診
療

料
と
同
様
に
患
者
数
に
よ
る
逓

減
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
今
回

は
さ
ら
に
患
者
数
の
カ
ウ
ン
ト

も
、
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導

料
（
Ⅲ
）
算
定
者
と
合
算
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
難
病
等
複
数

回
数
訪
問
加
算
や
複
数
名
訪
問

看
護
・
指
導
加
算
に
も
こ
れ
が

適
用
さ
れ
る
。
医
療
費
抑
制
の

流
れ
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
な

い
。
新
設
の
訪
問
診
療
時
超
音

波
検
査
で
あ
る
が
、
往
診
時
に

は
通
常
の
点
数
を
算
定
す
る
。

　
一
方
で
、
現
状
に
合
わ
せ
た

改
善
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の

も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
複
数

の
医
療
機
関
で
訪
問
診
療
を
行

う
場
合
の
在
宅
患
者
訪
問
診
療

料
（
Ⅰ
）
の
「
2
」
に
つ
い
て

は
、
カ
ル
テ
記
載
等
の
要
件
さ

え
満
た
せ
ば
6
カ
月
を
超
え
て

算
定
で
き
る
と
明
記
さ
れ
た
。

ま
た
、
在
宅
患
者
訪
問
栄
養
食

事
指
導
料
、
在
宅
患
者
訪
問
褥

瘡
管
理
料
に
お
け
る
管
理
栄
養

士
は
、
他
院
や
栄
養
ケ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
で
も

可
能
と
さ
れ
、
管
理
栄
養
士
自

院
確
保
の
ハ
ー
ド
ル
が
な
く

　
な
お
、
京
都
府
は
、帰
国
者・

接
触
者
外
来
を
30
カ
所
か
ら
5

月
中
旬
ま
で
に
40
カ
所
に
拡
充

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、

当
会
と
し
て
は
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
を
上
記
の
発
熱
外
来
に

切
り
替
え
、
こ
こ
を
拠
点
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
や
抗
体
検
査
な
ど
に
よ
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
可
否
を
判
別
し
て
通
常
の
医

療
提
供
体
制
に
つ
な
げ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。

　（
4
）
地
域
医
療
を
支
え
る

医
療
機
関
を
守
る
取
組
を

　
①
京
都
府
が
医
療
機
関
の
風

評
被
害
対
応
を
国
に
求
め
て
い

る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
日
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は

患
者
減
少
に
よ
る
経
営
的
ダ

メ
ー
ジ
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

診
療
所
閉
鎖
や
休
診
、
縮
小
に

追
い
込
ま
れ
る
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。
医
療
提
供
体
制
確
保
の

観
点
か
ら
、
各
医
療
機
関
へ
の

経
営
支
援
に
つ
い
て
具
体
化
を

急
ぎ
、
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
あ
た
っ
て

は
、
緊
急
避
難
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
活
用
も
視
野
に
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。
な
お
、
上

記
（
3
）―
②
で
提
案
し
た
発

熱
外
来
に
お
け
る
輪
番
診
療
制

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
出
務

費
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

　
②
緊
急
事
態
宣
言
を
前
提
に

考
え
る
と
す
れ
ば
市
中
感
染
を

想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
無
症

状
者
・
軽
症
者
の
医
療
管
理
に

は
診
療
所
・
開
業
医
の
参
加
も

想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
感

染
症
予
防
策
を
と
れ
る
よ
う
な

大
胆
な
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

必
要
な
装
備
や
手
技
に
つ
い
て

明
示
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
講
習
な

ど
関
係
者
が
最
新
の
内
容
を
学

べ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
③
2
0
2
0
年
度
の
臨
床
研

修
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
研
修

医
に
対
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
じ
め
、
感

染
防
止
教
育
を
優
先
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
④
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柔
軟
な
運
用

を
行
い
、
専
攻
医
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
対
応
し
や
す
い
措
置
を

検
討
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本
専

門
医
機
構
に
要
請
す
る
必
要
が

あ
る
。
社
会
学
系
専
門
医
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、

専
攻
医
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対

応
で
出
務
す
る
場
合
に
は
所
属

先
研
修
機
関
へ
の
給
与
補
填
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
⑤
医
療
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
の
観
点
か
ら
も 

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
就
業

の
在
り
方
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
と
と
も
に
、
感
染
し
た
場

合
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対

応
等
の
労
働
安
全
施
策
、
相
談

窓
口
等
を
わ
か
り
や
す
く
広
報

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
⑥
感
染
患
者
を
受
け
入
れ
医

療
機
関
の
職
員
へ
の
危
険
手

当
、
装
備
費
、
施
設
改
修
費
に

つ
い
て
の
直
接
補
助
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
阪
市
は
す

で
に
独
自
に
特
別
手
当
を
支
給

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
対
象
範
囲
や
支
給
額
な
ど

は
今
後
詳
細
を
詰
め
る
と
あ
る

が
、
こ
う
し
た
手
当
に
倣
い
、

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は
長
期
的
な
構
え
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
京
都

府
保
健
医
療
計
画
・
京
都
府
地

域
包
括
ケ
ア
構
想
（
地
域
医
療

構
想
）
の
見
直
し
や
、
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
の
枠
組
み
を

活
用
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

　（
5
）
府
民
の
生
命
を
守
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を

　
①
乳
幼
児
に
お
い
て
は
、
現

在
目
安
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

「
発
熱
後
4
日
間
の
自
宅
待
機
」

を
実
行
す
れ
ば
、
重
篤
化
を
招

く
。
当
会
に
は
、
小
児
科
で
は

発
熱
し
受
診
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
基
本
で
あ
り
、
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
、R
S
、ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー

モ
が
乳
幼
児
で
流
行
っ
て
い
る

現
在
、
非
現
実
的
だ
と
指
摘
す

る
小
児
科
医
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
別
途
、
小
児
ま
で
を

対
象
と
し
た
受
診
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

　
②
感
染
の
確
認
さ
れ
た
方
に

か
か
わ
る
医
療
機
関
や
事
業

所
、
施
設
に
お
け
る
消
毒
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
消
毒
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
感
染
症
の
予
防

お
よ
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
27
条

の
「
2
」
を
適
用
し
、
保
健
所

の
責
任
に
お
い
て
公
費
に
よ
り

実
施
で
き
る
よ
う
体
制
を
確
立

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

以
上

な
っ
た
。
在
宅
療
養
支
援
病
院

の
往
診
対
応
医
が
、
オ
ン
コ
ー

ル
対
応
で
可
と
な
っ
た
の
も
、

医
師
の
働
き
方
改
革
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
る
。

　
他
方
、
連
携
型
の
強
化
型
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
、
病
院
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
だ
け
に
ビ
デ

オ
通
話
に
よ
る
開
催
が
認
め
ら

れ
な
い
の
は
如
何
な
も
の
か
。

　
在
宅
療
養
従
事
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の

更
な
る
改
善
を
目
指
し
た
い
。

　
協
会
は
4
月
10
日
の
理
事
会

で
、
下
記
2
点
の
緊
急
要
請
を

決
定
。
①
2
0
2
0
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
定
め
ら
れ
た
不
要

れ
て
い
る
。
ま
た
、
10
月
診
療

分
か
ら
は
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
用
コ
ー
ド
が
1
7
0

0
余
り
追
加
さ
れ
、
そ
の
う
ち

3
9
2
個
の
コ
ー
ド
で
は
選
択

し
た
上
に
算
定
理
由
な
ど
の
テ

キ
ス
ト
入
力
が
求
め
ら
れ
、
3

5
7
個
の
コ
ー
ド
で
は
算
定
開

始
日
な
ど
の
年
月
日
の
テ
キ
ス

ト
入
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
変
更
自
体
が
医
療
機
関
に

過
剰
な
負
担
を
も
た
ら
す
も
の

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
対
応
で
疲
弊
す
る
医
療

機
関
の
請
求
事
務
担
当
者
に
不

要
不
急
の
事
務
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
10
月
診
療
分
ま
で

実
施
延
期
を
求
め
た
。

　
協
会
は
3
月
5
日
付
で
、
①

電
話
再
診
で
処
方
箋
を
発
行
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ａ
0
0

1
再
診
料
の
外
来
管
理
加
算
、

Ｂ
0
0
0
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
等
の
算
定
を
認
め
る
こ
と
②

診療報酬の臨時的取扱い要請

協会ホームページ

https://healthnet.jp/

協会行事の延期・中止は
随時、協会ホーム
ページに掲載　　
　新型コロナウイルスの対応で
協会行事が中止になった場合
は、速やかに協会ホームページ
の新着情報に「新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴う京都府保
険医協会の会合中止情報」とし
て掲載、更新しています。ご確
認下さい。

ご確認下さい

不
急
の
「
レ
セ
プ
ト
記
載
事

項
」
の
実
施
延
期
を
求
め
る
要

請
、
②
強
化
型
（
連
携
型
）
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
・
支
援
病

院
の
施
設
基
準
に
定
め
ら
れ
た

月
1
回
の
在
宅
医
療
担
当
医
師

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
場
合

を
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
要
請

を
厚
労
大
臣
、
厚
労
副
大
臣
、

衆
参
厚
労
委
員
会
委
員
、
中
医

協
会
長
と
全
委
員
、
保
険
局
医

療
課
長
に
送
付
し
改
善
を
要
請

し
た
。

　
3
月
27
日
に
発
出
さ
れ
た

「『
診
療
報
酬
請
求
書
等
の
記
載

要
領
等
に
つ
い
て
』
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」（
保
医
発
0

3
2
7
第
1
号
）
に
よ
れ
ば
、

レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
に
お
い

て
、
診
療
行
為
55
項
目
に
つ
い

て
記
載
事
項
が
1
0
0
項
目
以

上
増
え
て
お
り
、
20
年
4
月
診

療
分
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
さ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
疑
い
の
病
名
で
Ａ
2
2
0-

2
二
類
感
染
症
患
者
療
養
環
境

特
別
加
算
の
算
定
を
認
め
る
こ

と
―
等
を
厚
労
大
臣
ら
に
送
付

し
要
請
し
た
。
①
に
つ
い
て
外

来
管
理
加
算
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
特
定
疾
患
等
は
4
月

10
日
以
降
1
4
7
点
（
4
月
9

日
以
前
1
0
0
点
）
で
算
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
②
に
つ
い

て
Ａ
2
1
0
の
2
二
類
感
染
症

患
者
入
院
診
療
加
算
が
算
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
1
面
か
ら
の
続
き 

疲弊する医療機関の負担軽減を

新型コロナ感染拡大に伴い汎
用
点
数
ア
ッ
プ
の
反
面
、
超
音
波
検
査
の
加
算

引
き
下
げ 　
　

レ
セ
プ
ト
記
載
で
大
き
な
負
担

内
　
科 

顧
問
　
関
　
　
浩

在
宅
療
養
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
め
る
改
善
を

在
宅
医
療 

理
事
　
吉
河 

正
人

2 0 2 0 年 (令和 2年) 4 月 2 5 日第 3 0 7 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



介
護
認
定
審
査
会
の
開
催
方
法
を
変
更

「
合
議
」 
成
立
す
る
シ
ス
テ
ム
運
用
求
め
る

開
催
方
法
変
更
に
は

理
解
示
す

　
京
都
市
は
3
月
19
日
、
介
護

認
定
審
査
委
員
宛
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

要
介
護
認
定
の
臨
時
的
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
」を
送
付
し
た
。

こ
れ
は
厚
生
労
働
省
老
健
局
老

人
保
健
課
事
務
連
絡
（
2
0
2

0
年
2
月
18
日
、
28
日
）
が
発

出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
「
臨
時
的
・

限
定
的
」
に
認
定
審
査
会
の
開

催
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ

る
。
市
に
送
付
し
た
文
書
の
要

点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
①
合
議
体
（
認
定
審
査
会
）

開
催
3
営
業
日
前
ま
で
に
委
員

が
事
務
局
（
介
護
認
定
給
付
事

務
セ
ン
タ
ー
：
パ
ー
ソ
ル
テ
ン

プ
ス
タ
ッ
フ
社
が
受
託
）
に
市

の
示
し
た
書
式
で
あ
る
「
フ
ァ

ク
ス
意
見
提
出
票
」
を
用
い
て

意
見
を
提
出
し
、
そ
の
場
合
提

出
し
た
委
員
は
合
議
体
に
参
加

し
た
も
の
と
み
な
し
、
報
酬
も

支
払
う
。

　
②
合
議
体
長
ま
た
は
そ
の
職

務
代
行
者
を
含
め
た
1
人
以
上

の
委
員
が
、
事
務
局
と
直
接
協

議
す
る
。
事
務
局
は
フ
ァ
ク
ス

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
集
約
し

た
「
と
り
ま
と
め
結
果
」
を
報

告
し
、
合
議
体
と
し
て
の
審
査

判
定
を
行
う
。

　
③
議
事
は
フ
ァ
ク
ス
意
見
票

を
提
出
し
た
委
員
も
含
め
た
過

半
数
で
決
定
す
る
。
可
否
同
数

の
場
合
は
合
議
体
長
ま
た
は
職

務
代
行
者
の
意
見
で
決
定
す

る
。 

　
こ
れ
を
受
け
協
会
は
3
月
31

日
、「
認
定
審
査
会
の
『
合
議
』

が
成
立
す
る
よ
う
再
検
討
を
求

め
る
」
要
請
書
を
市
に
提
出

あ
く
ま
で
合
議
の

成
立
を

　
第
一
に
、
国
の
事
務
連
絡

（
2
月
28
日
）
は
、「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
等

の
活
用
に
よ
っ
て
合
議
で
き
る

環
境
が
整
え
ら
れ
れ
ば
、
必
ず

し
も
特
定
の
会
場
に
集
ま
っ
て

実
施
す
る
必
要
は
な
い
」
こ

と
、
そ
し
て
「
機
器
の
整
備
等

が
な
い
場
合
、
例
え
ば
あ
ら
か

じ
め
書
面
で
各
委
員
か
ら
意
見

を
取
り
寄
せ
」
る
こ
と
は
認
め

出
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

の
合
議
に
よ
っ
て
基
準
時
間
や

要
介
護
度
自
体
が
変
更
と
な
る

場
合
も
あ
る
。
フ
ァ
ク
ス
の
み

の
対
応
で
は
こ
う
し
た
対
応
が

不
可
能
で
あ
る
。
合
議
を
成
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
4
月
以
降

は
介
護
認
定
給
付
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
最
低
限
の
業
務
と

し
て
、
フ
ァ
ク
ス
を
送
っ
て
こ

ら
れ
た
委
員
も
含
め
、
全
員
の

意
見
調
整
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
第
二
に
、
要
介
護
認
定
は
重

要
な
行
政
処
分
で
あ
り
、
集
ま

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、

そ
の
代
わ
り
の
対
策
は
、
考
え

ら
れ
る
最
高
の
水
準
で
行
え
る

よ
う
、
知
恵
と
財
政
の
投
入
が

必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
っ
て
合
議

で
き
る
体
制
の
構
築
を
急
ぐ
べ

き
で
あ
る
。

京
都
市「
意
見
調
整
も
想

定
。合
議
に
向
け
努
力
」

　
こ
れ
に
対
し
、
市
側
は
概
略

を
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し

た
。
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
2
次

判
定
は
重
要
で
あ
る
。
1
次
判

定
（
全
国
一
律
の
判
定
ソ
フ
ト

を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判

定
）
は
あ
く
ま
で
平
均
化
さ
れ

た
物
差
し
で
あ
り
、
2
次
判
定

に
お
い
て
具
体
的
な
「
介
護
の

手
間
」
が
反
映
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
そ
の
過
程
は
決
し
て

事
務
的
に
さ
ば
い
て
お
け
ば
良

い
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な

務
局
が
電
話
を
使
い
、
も
う
一

度
す
べ
て
の
委
員
に
連
絡
を
入

れ
、
意
見
調
整
す
る
こ
と
は
想

定
し
て
い
る
。
形
骸
化
し
な
い

よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
コ
メ
ン
ト
を
受
け
協
会
か
ら

は
、
少
な
く
と
も
市
が
委
員
に

送
付
し
た
書
面
か
ら
は
そ
う
し

た
調
整
も
行
い
、
形
骸
化
し
な

い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
読
み

取
れ
な
い
。
事
務
局
が
必
要
に

応
じ
て
電
話
に
よ
る
調
整
を
行

う
こ
と
を
明
記
し
、
再
度
書
面

で
通
知
し
て
ほ
し
い
と
求
め

た
。 

　
そ
の
上
で
、
次
の
3
点
を
市

の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
確
認
し

た
。
①
2
次
判
定
は
重
要
な
も

の
で
あ
る
、
②
審
査
会
が
形
骸

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
、
③
臨
時
的
な
取
扱
い
に

あ
っ
て
も
、
合
議
が
成
立
す
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
向
け
、
自
治

体
・
医
療
関
係
者
が
協
力
し
、

人
々
の
健
康
・
生
命
を
守
る
取

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
も
待
っ

た
な
し
で
あ
る
。
拡
大
防
止
に

向
け
最
大
限
の
努
力
を
払
い
つ

つ
も
、
必
要
な
人
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
平
時

に
近
い
形
で
の
シ
ス
テ
ム
運
用

が
求
め
ら
れ
る
。

　
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
2

月
20
日
に
大
阪
国
税
局
と
交
渉

を
行
っ
た
。
当
日
は
、
安
藤
元

博
大
阪
府
保
険
医
協
会
副
理
事

長
、
近
畿
各
協
会
事
務
局
ら
8

人
が
参
加
し
た
。
大
阪
国
税
局

か
ら
は
三
浦
総
務
課
課
長
補

佐
、
他
2
人
が
対
応
し
た
。
事

前
に
国
税
局
に
提
出
し
た
要
望

書
を
踏
ま
え
、
2
0
1
9
年
に

近
ブ
ロ
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
中
心
に
交
渉
し
た
。

　
ま
ず
、
税
務
調
査
の
事
前
通

知
11
項
目
の
書
面
通
知
を
要
望

し
た
。
国
税
局
は
「
法
定
上
、

通
知
方
法
に
規
定
が
な
い
。
日

時
、
場
所
、
帳
簿
等
は
納
税
者

と
確
認
し
な
が
ら
調
整
す
る
た

め
、
書
面
で
は
な
く
原
則
電
話

で
行
う
」
と
回
答
し
た
。
近
ブ

ロ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
過
去
5

年
間
に
本
人
が
事
前
通
知
を
受

け
た
と
回
答
し
た
会
員
に
11
項

目
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
っ
た

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
項
目
が

多
く
て
す
べ
て
通
知
さ
れ
た
か

わ
か
ら
な
い
」
が
7
割
、「
11

項
目
全
て
通
知
が
あ
っ
た
」
が

ゼ
ロ
と
い
う
結
果
を
紹
介
。
電

話
で
通
知
後
、
本
当
に
税
務
署

な
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は

な
い
か
、
あ
っ
た
場
合
は
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
質
問
し
た
。

国
税
局
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

広
が
る
中
、
実
際
に
納
税
者
か

ら
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
。
税
務

署
の
電
話
番
号
と
担
当
者
名
を

伝
え
折
り
返
し
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。
さ
ら
に
近

ブ
ロ
は
、
調
査
時
の
身
分
証
不

提
示
が
7
件
あ
っ
た
と
指
摘
す

る
と
、
国
税
局
は
「
こ
の
話
は

関
係
課
に
伝
え
る
。
調
査
の
際

は
必
ず
税
務
署
員
の
身
分
証
を

確
認
す
る
よ
う
会
員
へ
呼
び
か

け
て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

　
次
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
に

守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
カ

ル
テ
の
提
示
・
提
出
や
、
調
査

に
不
必
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

等
電
子
機
器
上
に
あ
る
情
報
の

提
出
を
求
め
な
い
こ
と
を
要
望

し
た
。
国
税
局
は
「
帳
簿
書
類

等
の
内
容
を
確
認
す
る
中
で
、

税
務
署
員
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
カ
ル
テ
を
確
認
す
る
こ
と

が
あ
り
、
法
令
上
認
め
ら
れ
た

質
問
検
査
権
の
範
囲
だ
。
税
務

署
員
に
は
国
家
公
務
員
法
等
で

厳
し
い
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。
近
ブ

ロ
は
「
電
子
カ
ル
テ
の
前
に
座

り
、
取
扱
説
明
書
を
要
求
し
、

勝
手
に
色
々
検
索
し
て
1
時
間

後
、
片
づ
け
る
こ
と
な
く
机
上

に
散
乱
し
た
書
類
を
放
置
し

帰
っ
た
」
事
例
を
紹
介
し
、
配

慮
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
問
う
た
と
こ
ろ
、
国
税
局
は

「
失
礼
な
や
り
方
だ
。
事
案
の

特
定
は
難
し
い
が
関
係
課
を
通

じ
て
対
応
す
る
」と
回
答
し
た
。

　
さ
ら
に
、
帳
簿
書
類
等
は
留

め
置
き
（
持
ち
帰
り
）
し
な
い

こ
と
を
前
提
に
、
留
め
置
く
場

合
は
預
り
証
を
発
行
し
、
返
却

期
日
を
明
記
す
る
こ
と
を
求
め

た
。
国
税
局
は
「
法
令
上
、
必

要
が
あ
る
場
合
は
物
件
を
留
め

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
や
む
を

得
ず
留
め
置
く
場
合
は
納
税
者

の
承
諾
を
得
て
行
う
」
と
回
答

し
た
。
近
ブ
ロ
は
、
留
め
置
き

の
申
し
出
に
渋
っ
て
い
た
ら
、

何
か
や
ま
し
い
こ
と
が
あ
る
の

か
と
言
わ
れ
た
事
例
を
紹
介

し
、
強
制
を
迫
る
言
動
は
や

め
、
物
件
数
量
や
返
却
期
日
の

明
示
の
徹
底
を
要
望
し
た
。
国

税
局
は
「
留
め
置
く
必
要
が
な

く
な
れ
ば
速
や
か
に
返
却
す

る
。
必
要
に
な
れ
ば
申
し
出
て

ほ
し
い
。
や
ま
し
い
こ
と
が
あ

る
の
か
と
い
う
言
い
方
は
不
適

切
だ
。
関
係
課
に
伝
え
指
導
し

た
い
」
と
回
答
し
た
。

　
そ
の
他
、
質
問
応
答
記
録

書
、
税
務
署
員
教
育
等
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
た
。

し
、
京
都
社
会
保
障
推
進
協
議

会
介
護
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
懇
談
し
た
。
市
当
局
か
ら

は
遠
藤
洋
一
介
護
ケ
ア
推
進
課

資
格
認
定
給
付
担
当
課
長
が
出

席
し
た
。

　
協
会
の
要
請
書
は
、
感
染
拡

大
防
止
の
必
要
性
に
鑑
み
、
特

定
の
会
場
に
委
員
が
集
ま
ら
な

い
形
で
認
定
審
査
を
行
う
方
向

性
は
止
む
を
得
な
い
も
の
と
理

解
を
示
し
た
上
で
、
今
回
の
市

の
措
置
に
関
す
る
問
題
点
を
指

摘
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
京
都
市
が
臨
時
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
医
療

機
関
の
収
益
悪
化
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。
保
険
医
協
会
の
斡
旋
融

資
制
度
は
従
来
通
り
の
低
利

（
0
・
6
％
）
に
加
え
て
斡
旋

手
数
料
を
無
料
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
保
険
医
協
会
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
が
活
用
で

き
る
も
の
と
し
て
、
国
が
支
援

す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付
」
が
あ
り
ま

す
。
融
資
を
受
け
る
に
は
、

「
最
近
1
カ
月
の
売
上
高
が
前

年
ま
た
は
前
々
年
の
同
期
と
比

較
し
て
5
％
以
上
減
少
」
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
金
利
は

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
設
定
す

る
基
準
金
利
（
融
資
後
3
年
目

ま
で
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
9
％
、

3
千
万
円
限
度
）
で
す
。
融
資

後
は
利
息
を
含
め
て
公
庫
に
返

済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

実
施
機
関
か
ら
利
子
補
給
（
低

減
し
た
利
率
の
利
息
部
分
を
契

約
者
に
返
金
）
さ
れ
る
こ
と
で

実
質
無
利
子
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
当
初
3
年
間
に
限
ら
れ

ま
す
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

　
ま
ず
は
、
日
頃
取
引
の
あ
る

金
融
機
関
に
ご
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

運
転
資
金
の
融
資
を

 
お
考
え
の
先
生
方
へ

い
。
だ
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
京
都
府
医

師
会
と
も
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

診
療
現
場
の
強
い
危
機
感
を
理

解
し
、（
認
定
審
査
会
開
催
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
）
検
討
す

べ
き
と
の
判
断
に
至
っ
た
。
京

都
市
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
会
議
が
可
能
な

環
境
が
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
だ

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
が
現

実
。
そ
こ
で
今
す
ぐ
に
で
き
る

対
応
策
と
し
て
今
回
の
フ
ァ
ク

ス
を
使
う
取
扱
い
を
決
め
た
。

こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
他
の
方
策
に
つ
い
て

も
検
討
中
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
、
市
当
局
は
次
の

よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
フ
ァ

ク
ス
集
約
の
結
果
、
委
員
の
意

見
に
ば
ら
つ
き
が
あ
れ
ば
、
事

て
い
る
が
、
書
面
を
取
り
寄
せ

た
上
で
「
電
話
を
介
し
て
合
議

を
行
い
、
判
定
を
行
う
よ
う
な

取
り
扱
い
と
し
て
も
よ
い
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
合
議
の
成
立
で
あ

る
。
だ
が
、
市
当
局
の
示
し
た

方
法
で
は
合
議
が
成
立
し
な

い
。
通
常
、
審
査
会
の
現
場
で

は
事
務
局
よ
り
修
正
点
の
申
し

近畿ブロックで国税局交渉

会員アンケートの声を届け
税務行政の改善を求める
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運転資金の手数料も無料に

設備資金、子弟教育資金、自由ローン（使途自由）もあります。
いずれも低利で斡旋しています。京都府保険医協会までお問
い合わせ下さい。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い
医業経営をさらにバックアップします
保険医協会の制度融資をご活用下さい

キャンペーンを 6 月以降も継続

新規開業資金
期　間：20年　　限度額：1億円
斡旋手数料：無料 （2021年5月委員会申込分まで）

運転資金
期　間：1 年（短期）・3 年（中期）・
 5 年（長期）以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無料 （2020年11月

委員会申込分まで）

利率
0.6％

利率
0.3％

京都銀行取扱い



コロナ禍の中、厚労省が議論するのは
医療提供体制の絞り込み

　拡大の続く新型コロナウイルス感染症へどう立ち
向かうか。勤務医であれ、開業医であれすべての医
療者が死闘を強いられている。しかし、厚生労働省
が新型コロナウイルス感染症が日本に存在しないか
のように、通常の審議会を開催していることをご存
じだろうか。本稿で紹介するのは厚生労働省の「医
療計画の見直しに関する検討会」（以下、検討会）
の議論状況である。本稿執筆時点で３月18日に第20
回検討会が開催されており、資料を読む限りにおい
て、そこにコロナの存在は認められない。
　かかる事態においてもなお厚労省が議論するの
は、医療提供体制の絞り込みであり、財政抑制の議
論である。大きく二つの議論を紹介したい。
　一つめは、「第７次医療計画の中間見直し等に関
する意見のとりまとめ」である。医療計画制度はそ
の出自自体、国家による病床数コントロール（規
制）のために1985年に導入された。だが今日、二類
感染症患者を受け入れる病床と医療スタッフが圧倒
的に足りないことが明らかになっている。新型コロ
ナウイルス感染症拡大による医療崩壊が現実的危機
として立ち上がっている今日、「有識者」たちは医
療計画の在り方をその歴史から見つめ直し、考え直
す必要があるはずである。だが果たしてそのような
議論がなされているのか。
　二つめは、「外来機能の明確化」についての議論
である。国が医療計画制度、地域医療構想を通じて
追求してきた病床数抑制と病床機能分化（そしてそ
れを通じた平均在院日数短縮による受療コントロー
ル）だが、今度は外来医療にも同様の発想を持ち込
む議論がなされている。今日、新型コロナウイルス
感染症の拡大を受け、最前線で医療を提供する開業
医の役割をめぐっての議論はほとんどなされていな
い。にもかかわらず「有識者」たちは従来からの外
来医療の絞り込み路線に則った議論を進めている。
この「外来機能の明確化」については、次号以降に
掲載する。

第７次医療計画、20年度は目標達成
状況の評価、再検討

　現在、計画期間にある第７次医療計画（京都府に
おいては「京都府保健医療計画」）は2018年度から
23年度までの６カ年計画である。３年目の20年度に
は目標の達成状況等について評価、再検討を行うこ
ととされ、情勢の変化等を踏まえ、必要に応じた見
直しが求められている。厚労省の検討会において３
月２日に示され、３月31日に一部訂正の上公表され
た「第７次医療計画の中間見直し等に関する意見の
とりまとめ」は、そのための考え方をまとめたもの
である。
　とりまとめは医療計画における提供体制や成果指
標について、５疾病のうち、がん・脳卒中・糖尿
病、５事業（救急・災害・へき地・周産期・小児医
療）と在宅医療についての見直し案を示す。例えば
糖尿病であれば指標に、「糖尿病患者の新規下肢切

断術の件数」や「１型糖尿病に対する専門的治療を
行う医療機関数」を追加。精神疾患では「依存症専
門医療等機関（依存症専門医療等機関、依存症治療
拠点機関）数」「摂食障害治療支援センター」「てん
かん診療拠点機関数」を追加するといったものであ
る。

新型コロナ感染拡大の中、
なぜ感染症病床確保に言及がないのか

　それらの意見は基本的にそれぞれの疾病・事業の
充実を図る目的のものと評価できるであろう。しか
しコロナ禍の状況下にある今日、感染症病床の確保
について言及がないことは理解できない。
　感染症病床は医療法第７条に基づくものであり、
一般病床と同様に基準病床数が設定され、都道府県
が策定する医療計画に定められることになっている
（同法第34条の四の十四）。基準病床数に関する基準
は政令にて定める（同法第34条の二の六）。
　医政局通知（医政発0731第４号・2017年７月31日）
には、精神病床、結核病床および感染症病床の基準
病床数は、「都道府県の区域ごとに、規則第30条の
30に規定する算定式に基づいて算定する」とある。
　医療法施行規則は、感染症病床の基準病床数の算
定を「都道府県知事の指定を受けている第一種」
「及び第二種感染症指定医療機関の感染症病床の数
を合算した数を基準として都道府県知事が定める
数」としている。
　都道府県知事は厚生労働省の「感染症指定医療機
関の指定について（99年３月19日健医発第457号）」
に基づく「配置基準」に拠って設定している。第一
種感染症指定医療機関は都道府県の区域ごとに１カ
所・２床、第二種感染症指定医療機関は二次医療圏
ごとに１カ所、その人口に応じて設定される（下
表）。その結果、京都府保健医療計画においても感
染症病床数が一種・二種合計し、38床と規定されて
いる。

　新型コロナウイルス感染症の拡大によって今起
こっているのは、感染症病床の不足である。京都府
は「入院医療コントロールセンター」を設置し、７
医療機関38床の感染症指定医療機関に加え、結核病
床89床を活用し、入院受入体制を整えた（３月27日
時点）。
　しかし今後、新型コロナウイルス感染症が一層の
拡大傾向となることは避け難く、一般病床での受け
入れが要請されることは不可避であろう。だが本来
の法制度の建付・原則から言えば、感染症病床は
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関
する法律」の第三十八条第二項の規定により、一般
病床とは別に厳しい指定基準が設けられているので
ある。
　しかし、感染拡大の現段階において、「そんなこ

とは言っていられない」というのが実際の話で、必
要な対策を施した上で一般病床での受け入れは進め
るべきであろう。だが、今回のコロナ禍が収束した
として、以降、果たして医療計画における感染症病
床の取扱いが現在のままで良いのか。これは今、最
も話し合われなければならないのではないか。

感染症 「配置基準」 一般 「指定基準」 と
「基準病床数」 の見直しは

　国に検討を求めるべき四つの大きな課題がある。
　一つめは、感染症病床の「配置基準」である。今
日用いられている配置基準では病床は不足した。ま
だ現在進行中の感染であるため、収束を待たねばな
らないだろうが、最低限、今回の発生数を基礎デー
タにした基準の再検討が必要である。
　二つめは、一般病床の「指定基準」である。上記
配置基準を変更してもなお病床が不足し、一般病床
での受け入れが必要になる事態を想定するならば、
一般病床の面積・設備の基準は感染症病床に準ずる
ものにしておく必要があるのではないか。
　三つめは、診療報酬制度の抜本的な改善である。
常に感染症拡大に備えて空床を確保しておける診療
報酬体系へ変更する必要がある。常に満床でなけれ
ば経営がひっ迫するような状態に入院医療機関を置
くことがいかに危険であるか、今回の騒動から学ぶ
べきである。
　四つめは、「基準病床数」制度の見直しである。
病床数抑制を国の計算式に委ね、全国一律の計算式
で病床数をコントロールさせてきた弊害が今日の事
態を招いている。基準病床数制度は廃止し、国が必
要な病床数を都道府県と協議・合意の下に決定し、
医療計画に沿って整備する仕組みを構想すべきであ
る。
　本稿執筆中、４月11日付の日経新聞によると、厚
生労働省は10日の衆院厚労委員会の審議で、再編・
統合を必要とする公的・公立病院の「リスト」（約
440病院）のうち、53病院が「感染症指定医療機
関」に含まれていることを明らかにした。加藤厚生
労働大臣は病院再編を従来通り進めていく考えを示
したという。しかし４月16日のロイター発報道で
は、新型コロナウィルス感染者の病床不足が問題と
なっている中で、厚生労働省がこれまで進めてきた
全国の病床削減計画を見直す可能性を視野に入れて
いることがわかったと報じている。
　今回の新型コロナウイルス感染症拡大は、国の医
療提供体制政策の根本をあらためる必要を明らかに
した。医療費抑制路線はもはや、破綻したのであ
る。
　
　全文は厚労省HPからhttps://www.mhlw.go.
jp/stf/shingi2/0000146913_00002.htmlで閲覧可能

政
策
解
説 医療計画見直しで感染症病床どうなる?

コロナ禍と闘う医師へ非常識･不見識な議論

配置基準（第二種）
人口30万人未満 4 床
30万人以上100万人未満 6 床
100万人以上200万人未満 8 床
200万人以上300万人未満 10 床
300万人以上 12 床

厚労省

協会ホームページ 随時更新中 !

協会の
主張はここで
見られます！
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新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
電
話
再
診
で
の
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
に
つ
い
て

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例医師が選んだ60事例

～明日は我が身

定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
 ※いずれも税込、送料別

　
Ｑ
、
2
0
2
0
年
4
月
10
日

付
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療
報

酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
に
つ

い
て
（
そ
の
10
）」
に
、【
慢
性

疾
患
を
有
す
る
定
期
受
診
患
者

に
対
し
て
、
電
話
や
情
報
通
信

機
器
を
用
い
た
診
療
及
び
処
方

を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
電
話

や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診

療
を
行
う
以
前
よ
り
、
対
面
診

療
に
お
い
て
診
療
計
画
等
に
基

づ
き
療
養
上
の
管
理
を
行
い
、

「
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
場

合
」
が
注
に
規
定
さ
れ
て
い
る

管
理
料
等
を
算
定
し
て
い
た
患

者
に
対
し
て
、
電
話
や
情
報
通

信
機
器
を
用
い
た
診
療
に
お
い

て
も
当
該
計
画
等
に
基
づ
く
管

理
を
行
う
場
合
は
、
算
定
告
示

Ｂ
0
0
0
の
2
に
規
定
す
る

「
許
可
病
床
数
が
1
0
0
床
未

満
の
病
院
の
場
合
」
の
1
4
7

点
を
月
1
回
に
限
り
算
定
で
き

る
こ
と
と
す
る
】
と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
①
「
許
可
病
床
数

が
1
0
0
床
未
満
の
病
院
の
場

合
」
な
の
で
、
無
床
診
療
所
の

当
院
は
引
き
続
き
「
情
報
通
信

機
器
を
用
い
た
場
合
」
の
1
0

0
点
で
算
定
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

　
②
Ｂ
0
0
0
は
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
の
こ
と
な
の
で
、
て

ん
か
ん
指
導
料
や
難
病
外
来
指

導
管
理
料
を
算
定
し
て
い
た
患

（
50
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
Ａ
医
療
機
関
で
肝
障

害
と
診
断
さ
れ
、
後
日
、
当
該

医
療
機
関
に
紹
介
受
診
し
た
。

患
者
は
、
Ｃ
Ｔ
・
胃
カ
メ
ラ
等

の
検
査
結
果
か
ら
、
噴
門
部
胃

が
ん
の
肝
転
移
で
、「
手
術
適

応
は
な
し
」
と
診
断
さ
れ
、
抗

が
ん
剤
治
療
（
Ｔ
Ｓ-

1
＋
Ｃ

Ｄ
Ｄ
Ｐ
療
法
）
の
た
め
10
日
間

の
入
院
と
な
っ
た
。
な
お
、
Ｔ

Ｓ-

1
は
入
院
時
か
ら
退
院
後

も
含
め
て
3
週
間
毎
日
投
薬
さ

れ
、
ま
た
ブ
リ
プ
ラ
チ
ン
®
85

し
た
。後
日
、ブ
リ
プ
ラ
チ
ン
®

の
投
与
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

通
常
療
法
に
お
い
て
は
少
な
く

と
も
3
週
間
休
薬
が
必
要
で
あ

り
、
1
回
目
の
投
与
か
ら
2
回

目
の
投
与
ま
で
は
3
週
間
の
休

薬
期
間
が
確
保
さ
れ
て
い
た

が
、
入
力
・
修
正
時
の
手
違
い

か
ら
3
回
目
は
そ
の
期
間
が
十

分
あ
い
て
お
ら
ず
処
方
・
投
与

さ
れ
て
死
亡
し
て
い
た
た
め
、

過
剰
投
与
と
発
覚
し
た
。

　
患
者
側
は
、
代
理
人
を
立
て

て
賠
償
金
を
請
求
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
当

該
医
師
の
不
注
意
に
よ
る
抗
が

ん
剤
の
過
剰
投
与
を
認
め
、
遺

族
へ
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に

警
察
に
届
け
出
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
4
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
が
新
し
い
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
た
ば
か
り
で
、

医
師
が
そ
の
取
扱
い
に
慣
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
抗
が
ん
剤

の
過
剰
投
与
の
原
因
と
な
っ

た
。
紙
カ
ル
テ
で
あ
れ
ば
今
回

の
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
と

の
可
能
性
を
示
唆
し
た
が
、
電

子
カ
ル
テ
導
入
時
の
不
慣
れ
が

理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
他
の
抗
が
ん
剤
に
よ

る
副
作
用
の
可
能
性
も
あ
り
得

㎎
は
、
入
院
中
お
よ
び
退
院

後
に
3
回
点
滴
投
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
患
者
は
転
倒
し
た
こ

と
で
再
入
院
し
た
。
血
液
検
査

の
結
果
、
骨
髄
抑
制
（
白
血
球

8
0
0
、
血
小
板
9
0
0
0
）、

腎
機
能
障
害
、
肝
機
能
障
害
の

た
め
、
中
心
静
脈
栄
養
経
路
か

ら
補
液
と
濃
厚
血
小
板
の
追
加

投
与
を
し
た
が
、
翌
日
に
死
亡

抗
が
ん
剤
の
過
剰
投
与
に
て
死
亡

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
116

る
た
め
、
因
果
関
係
の
証
明
要

件
か
ら
嫌
疑
不
十
分
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
業
務
上
過
失

致
死
傷
害
罪
の
事
件
と
し
て
、

刑
事
事
件
に
発
展
す
る
危
惧
も

あ
っ
た
。
医
療
機
関
側
が
可
能

な
限
り
の
誠
意
を
示
し
、
そ
の

た
め
か
民
事
賠
償
だ
け
で
終
結

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
刑
事
事

件
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
医
療

事
故
・
過
誤
を
万
一
起
こ
し
た

場
合
に
も
、
可
能
な
限
り
の
誠

意
（
金
銭
的
以
外
に
も
）
を
示

す
こ
と
が
患
者
側
に
と
っ
て
も

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
あ
ら

た
め
て
学
ば
さ
れ
る
事
案
で

あ
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
全
面
的
に
過

誤
を
認
め
る
と
と
も
に
、
謝
罪

を
し
て
代
理
人
を
通
し
て
示
談

し
た
。

者
は
引
き
続
き
1
0
0
点
で
算

定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
③
1
0
0
点
と
併
せ
て
1
4

7
点
が
算
定
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
Ａ
、
①
診
療
所
の
場
合
も
1

4
7
点
で
算
定
し
ま
す
。
Ｂ
0

0
0
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の

「
許
可
病
床
数
が
1
0
0
床
未

満
の
病
院
の
場
合
」
1
4
7
点

を
準
用
し
て
い
る
だ
け
な
の

で
、
4
月
1
日
か
ら
慢
性
疾
患

患
者
の
電
話
再
診
の
際
に
算
定

し
て
い
た
「
情
報
通
信
機
器
を

用
い
た
場
合
」
1
0
0
点
が
Ｂ

0
0
0
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
「
許
可
病
床
数
が
1
0
0
床

　
福
島
第
一
原
発
に
は
1
0
0

0
基
の
巨
大
な
タ
ン
ク
が
並

び
、
毎
日
1
0
0
万
ト
ン
を
超

え
る
汚
染
水
が
た
ま
り
つ
づ
け

て
い
る
。
デ
ブ
リ
（
溶
け
た
核

燃
料
な
ど
）
の
冷
却
で
毎
日
発

存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
1

0
0
0
基
の
タ
ン
ク
の
う
ち

「
Ｊ
1-

Ｄ
」
と
呼
ば
れ
る
9

基
の
タ
ン
ク
群
の
中
に
あ
る
処

理
水
は
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な

ど
が
排
水
基
準
を
1
万
4
0
0

0
倍
も
超
過
し
て
い
る
と
い
う

の
だ
。
人
体
の
骨
な
ど
に
残
り

や
す
い
有
害
な
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
な
ど
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
不
具

を
ま
と
め
た
。

　
汚
染
水
処
理
は
、
事
故
後
に

開
発
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
ア
ル

プ
ス
）
と
い
う
多
核
種
除
去
設

備
で
行
う
。
特
殊
な
フ
ィ
ル

タ
ー
で
ほ
と
ん
ど
の
放
射
性
物

質
、
つ
ま
り
62
種
類
の
放
射
性

物
質
を
除
去
す
る
。
と
こ
ろ
が

初
期
に
導
入
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

製
や
ア
メ
リ
カ
製
の
除
去
装

置
、
そ
し
て
東
芝
製
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

（
現
在
は
日
立
製
）
は
そ
も
そ

も
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
充
分
機
能

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
の
汚
染

水
も
同
じ
よ
う
に
タ
ン
ク
に
保

生
す
る
汚
染
水

を
「
浄
化
処

理
」
し
て
溜
め

て
い
た
が
、
2

0
2
0
年
夏
に

は
満
杯
に
な
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
電
力
は
、
19
年
12
月
8

日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

に
お
い
て
貯
蔵
し
て
い
る
放
射

性
物
質
汚
染
水
に
つ
い
て
、
そ

の
放
射
性
物
質
濃
度
を
法
令
で

定
め
る
基
準
値
以
下
ま
で
下
げ

た
う
え
で
、
21
年
3
月
に
海
洋

に
放
出
す
る
こ
と
を
含
む
計
画

し
ま
っ
た
、
基
準
以
上
の
危
険

が
残
っ
た
ま
ま
の
汚
染
処
理
水

が
次
々
と
発
見
さ
れ
る
中
、
海

洋
放
出
に
向
け
た
動
き
が
加
速

し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
我
々

は
一
層
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

（
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

副
理
事
長
・
平
田 

高
士
）

合
で
残
っ
た
た

め
だ
と
い
う
。

　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
が

除
去
す
る
実
力

が
な
か
っ
た
こ

と
で
溜
ま
っ
て

未
満
の
病
院
の
場
合
」
1
4
7

点
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
お
考

え
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　
②
て
ん
か
ん
指
導
料
や
難
病

外
来
指
導
管
理
料
を
算
定
し
て

い
た
患
者
も
、
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
の
「
許
可
病
床
数
が
1

0
0
床
未
満
の
病
院
の
場
合
」

1
4
7
点
で
算
定
し
ま
す
。
対

象
と
な
る
管
理
料
は
「
情
報
通

信
機
器
を
用
い
た
場
合
」
1
0

0
点
と
同
じ
で
す
。

　
③
併
せ
て
算
定
は
で
き
ま
せ

ん
。
4
月
10
日
以
降
は
、「
許

可
病
床
数
が
1
0
0
床
未
満
の

病
院
の
場
合
」
1
4
7
点
で
算

定
し
ま
す
。
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年会費
永久無料

　京都クレジットサービ
ス㈱と提携しているゴー
ルドカードは、京都府保
険医協会の会員は個人・
家族・法人カードとも年
会費は永久無料です。
　有利な特典も備えてお
ります。ぜひお申込みを
ご検討下さい。

ＤＣゴールド
カード

※ 生保の営業職員が、説明に伺うことがありますので、ぜひご面談をお願いします。

前半期 募集中!!

加入
資格

加入
口数

保 険 医 年 金

1.259％予定利率
（最低保証利率）
2020年1月1日現在 ※18年度配当実績：1.444％

 他の資金運用商品に比べても 
 高水準を維持 ! 

4月1日～6月20日まで
※2020年 9 月 1 日付加入

（新規加入の場合40口上限まで可能）

月　払 1口 1 万円 30口限度 （月30万円）

一時払 1口50万円 毎回20口上限まで （1,000万円）

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

申込
受付

大樹生命（幹事）・明
治安田生命・富国生
命・日本生命・太陽
生命・第一生命

引受保険会社

　医師・医療機関にとって賠償
責任への備えは必須です。保険
医協会の保険は会員のみなさま
からのニーズにお応えして、多
様な補償をご用意しています。
詳細は保険医協会までお問い合
わせ下さい。

いつでも加入・型変更ができます

医師賠償責任保険等の加入手続きは完了しました

　協会の医師賠償責任保険、個人情報漏え
い保険、介護福祉事業者等賠償責任保険、
医療事故調査費用保険、嘱託医活動賠償責
任保険の2020年度（20年４月１日～21年４
月１日）の加入（自動継続）手続きが完了し
ました。ご加入いただきありがとうござい
ました。加入者カード（加入者証）は、６月
上旬に加入者のみなさまにお届けしますの
でいましばらくお待ち下さい。

20年度加入者証は６月上旬お届け

保険医協会の



　
毎
朝
9
時
に
Ｐ
Ｔ
の
Ｆ
さ
ん

が
車
椅
子
を
押
し
て
病
室
ま
で

迎
え
に
き
て
く
れ
た
。
8
時
半

に
は
朝
食
、
歯
磨
き
、
服
薬
、

排
泄
等
全
て
済
ま
せ
、
首
に
は

汗
と
り
用
の
気
合
い
タ
オ
ル
を

か
け
て
待
ち
受
け
る
。
食
事
、

身
の
回
り
の
用
意
、
ど
れ
も
自

分
で
で
き
る
わ
け
で
な
く
、
3

人
介
助
が
基
本
だ
っ
た
。
Ｐ
Ｔ

の
リ
ー
ド
で
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅

子
に
移
乗
し
押
し
て
も
ら
っ
て

長
い
廊
下
を
ス
イ
ス
イ
と
リ
ハ

室
へ
。
朝
一
番
の
爽
や
か
な
空

気
の
中
、
看
護
師
さ
ん
達
に
見

送
ら
れ
「
行
っ
て
き
ま
ー
す
」

と
大
声
で
挨
拶
。
元
気
一
杯
や

る
気
満
々
の
1
日
の
始
ま
り
だ
。

　
和
医
大
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
Ｐ

Ｔ
室
、
Ｏ
Ｔ
室
、
Ｓ
Ｔ
室
、
リ

ハ
科
看
護
師
長
室
、
リ
ハ
科
診

察
室
が
ず
ら
り
と
並
び
専
門
職

が
忙
し
く
行
き
交
っ
て
い
た
。

主
に
下
肢
は
Ｐ
Ｔ
、
評
価
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
向
上
動
作
等
、
上
肢
を
中

心
に
Ｏ
Ｔ
が
担
当
し
て
く
れ

た
。
そ
し
て
Ｓ
Ｔ
の
Ｍ
さ
ん
に

も
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
最
後
に
国
家
資
格
と
し
て
認

め
ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
現
場
で
は

課
題
の
多
い
言
語
聴
覚
士
だ

が
、
和
医
大
で
は
存
在
感
を

持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
。
Ｐ

Ｔ
か
ら
も
Ｏ
Ｔ
か
ら
も
頼
り
に

さ
れ
る
こ
と
が
第
一
だ
ろ
う
。

〝
摂
食
・
嚥
下
障
害
〞〝
高
次
脳

機
能
障
害
〞
等
々
こ
れ
か
ら
の

リ
ハ
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

ど
う
分
担
し
て
ど
う
協
力
し
て

い
く
の
か
。

　
私
の
リ
ハ
ビ
リ
だ
が
、
模
範

生
に
な
ろ
う
と
心
が
け
た
。
複

視
が
ひ
ど
い
の
で
片
目
に
眼
帯

を
貼
付
け
、
不
随
意
運
動
が
激

し
い
の
で
四
肢
を
弾
性
包
帯
で

ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
、
歩
行

練
習
を
行
う
。
ま
る
で
ミ
イ
ラ

だ
。
重
た
い
身
体
を
支
え
て
も

ら
い
つ
つ
足
を
運
ん
で
も
ら

う
。
し
か
し
、
当
の
私
は
足
が

な
い
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
。
2

〜
3
日
で
長
下
肢
装
具
が
で
き

あ
が
っ
た
。
と
に
か
く
「
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
感
覚
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
自
分

で
歩
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
目
の
前
の
風
景
は
歩
い
て

い
る
と
き
の
よ
う
に
流
れ
て
い

く
。
こ
れ
が
大
事
な
ん
だ
と
改

め
て
認
識
す
る
。
運
動
麻
痺
は

な
い
の
に
感
覚
麻
痺
で
歩
け
な

い
。
少
し
進
む
と
不
整
脈
が
出

る
の
で
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を

睨
み
な
が
ら
休
み
休
み
平
行
棒

内
を
ま
わ
っ
た
。
1
時
間
も
す

る
と
ど
っ
と
疲
れ
る
。
不
整
脈

と
血
圧
の
変
動
で
、
ド
ク
タ
ー

ス
ト
ッ
プ
と
な
り
、Ｓ
Ｔ
室
へ
。

　
Ｓ
Ｔ
は
椅
子
に
か
け
て
動
き

が
少
な
い
分
、
楽
か
と
思
う
が

そ
う
で
は
な
い
。
発
音
の
難
し

い
語
の
読
み
上
げ
は
簡
単
で
は

な
い
。
正
確
に
丁
寧
に
大
声

で
、
集
中
し
て
繰
り
返
し
練
習

し
た
。
頭
が
疲
れ
る
。
い
っ
た

ん
部
屋
に
戻
り
、
ベ
ッ
ド
上
で

全
介
助
の
昼
食
を
済
ま
せ
て
少

し
休
憩
し
、
午
後
か
ら
は
Ｏ
Ｔ

　
来
年
60
歳
に
な
る
職
員
が

2
人
い
ま
す
。
1
人
は
看
護

師
、
1
人
は
受
付
で
す
。
60

歳
後
の
雇
用
継
続
の
有
無
や

労
働
条
件
に
つ
い
て
話
合
う

時
期
に
来
て
い
ま
す
。
本
人

が
希
望
す
る
な
ら
雇
用
継
続

は
い
い
の
で
す
が
、
労
働
条

件
に
つ
い
て
変
更
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
◆
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措

置
　
定
年
（
65
歳
未
満
の
者
に
限

る
）
の
定
め
を
し
て
い
る
事
業

続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合

は
、
希
望
者
全
員
を
制
度
の
対

象
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
継
続
雇
用
後
の
労
働
条
件
に

つ
い
て
は
、
高
年
齢
者
の
安
定

雇
用
の
確
保
と
い
う
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
時

間
、
賃
金
、
待
遇
を
、
事
業
主

と
労
働
者
の
間
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
就
業

の
実
態
は
変
わ
ら
な
い
の
に
賃

金
を
引
き
下
げ
る
よ
う
な
場

合
、
定
年
前
後
の
待
遇
差
が
不

合
理
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。（
参
考
判
例　
長
澤

運
輸
事
件　
最
高
裁
平
成
30
年

6
月
1
日
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
◆
活
用
し
よ
う
　
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付

　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と
は

　
60
歳
到
達
時
等
の
賃
金
月
額

よ
り
も
75
％
未
満
に
低
下
し
た

賃
金
で
働
く
場
合
、
そ
の
低
下

し
た
賃
金
の
最
大
15
％
を
限
度

に
給
付
金
を
支
給
し
、
60
歳
以

降
の
継
続
雇
用
ま
た
は
再
雇
用

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。（
表
）

　
基
本
給
付
金　
60
歳
に
達
し

た
日
以
降
失
業
給
付
（
基
本
手

当
等
）
を
受
け
る
こ
と
な
く
働

い
て
お
ら
れ
る
方
へ
の
給
付
で

す
（
支
給
対
象
と
な
る
期
間
は

65
歳
に
到
達
し
た
月
（
月
末
ま

で
被
保
険
者
の
場
合
に
限
る
）

ま
で
で
す
）。

　
再
就
職
給
付
金　
60
歳
以
降

に
失
業
給
付
（
基
本
手
当
等
）

を
受
け
、
1
0
0
日
以
上
残
し

て
再
就
職
さ
れ
た
方
へ
の
給
付

で
す
（
支
給
対
象
と
な
る
期
間

は
失
業
給
付
の
残
日
数
が
1
0

0
日
以
上
は
1
年
間
、
2
0
0

日
以
上
は
2
年
間
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
支
給
途
中
で
65

歳
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
月

（
月
末
ま
で
被
保
険
者
の
場
合

に
限
る
）ま
で
と
な
り
ま
す
）。

　
●
60
歳
到
達
時
点
の
賃
金
と

は
、
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る

の
で
す
か
。

　
原
則
と
し
て
、
60
歳
到
達
時

　
●
院
長
と
し
て

　
だ
れ
で
も
自
分
の
60
歳
以
降

に
つ
い
て
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や

悩
み
考
え
る
も
の
で
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
本
人
の
希
望
を
聞

く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
そ
し

て
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の

か
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
給
付
金
に
は
、
一
定
の
要
件

や
支
給
申
請
期
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
◆
年
次
有
給
休
暇
の
取
り
扱

い
は

　
形
式
的
に
は
従
前
の
雇
用
契

約
と
そ
の
後
の
労
働
契
約
と
は

別
個
の
も
の
で
す
が
、
単
な
る

身
分
の
切
替
え
で
あ
っ
て
実
質

的
に
は
雇
用
関
係
が
継
続
し
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
勤
続

年
数
を
通
算
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
定
年
退
職
金
の
支
給

の
有
無
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
◆
人
手
不
足
、
時
間
に
少
し

余
裕
の
あ
る
60
代
の
雇
用
も
視

野
に

　
60
代
雇
用
に
消
極
的
だ
っ
た

顧
問
先
の
院
長
が
少
し
照
れ
笑

い
し
な
が
ら
、「
60
代
2
人
の

看
護
師
は
今
や
貴
重
な
職
員
。

終
業
時
刻
後
も
、
最
後
ま
で

（
60
歳
到
達
時
点
で
被
保
険
者

期
間
が
5
年
未
満
の
場
合
は
5

年
に
達
し
た
時
点
）
前
6
カ
月

間
の
賃
金
の
合
計
額
を
1
8
0

で
除
し
て
得
た
日
額
に
、
30
を

乗
じ
た
額
が
60
歳
到
達
時
等
の

賃
金
と
な
り
ま
す
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
は
白
馬
の
王
子
!?

主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢

者
の
65
歳
（
経
過
措
置
あ
り
）

ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
を
確
保

す
る
た
め

　
①
定
年
の
引
上
げ

　
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　
③
定
年
の
定
め
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
義
務
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
◆
定
年
退
職
者
を
継
続
雇
用

す
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
労
働

条
件
を
変
更
し
て
雇
用
す
る
こ

と
は
可
能
か

　
事
業
主
は
、
前
記
の
三
つ
の

雇
用
確
保
措
置
の
う
ち
②
の
継

残
っ
て
く
れ
る
の
が
こ
の
人
達

に
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

正
職
員
の
看
護
師
は
30
代
、
40

代
含
め
4
人
、
そ
れ
に
パ
ー
ト

の
看
護
師
の
3
人
の
職
場
で
、

30
代
、
40
代
そ
れ
に
パ
ー
ト
職

員
は
、
家
庭
の
こ
と
も
あ
り
、

定
時
で
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
受
付
終
了
時
間

ぎ
り
ぎ
り
に
来
院
さ
れ
る
患

者
、
急
患
等
々
へ
の
対
応
も
医

療
機
関
で
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の

で
す
。

室
へ
。
最
初
に
言
わ
れ
た
「
右

手
を
今
の
4
倍
に
強
化
し
な
い

と
」
の
正
し
さ
を
、
後
々
何
度

も
感
謝
と
と
も
に
思
い
出
し
今

も
励
み
に
し
て
い
る
。
と
に
か

く
患
者
の
や
る
気
を
引
き
出
す

の
が
大
変
上
手
い
。
上
肢
リ
ハ

ビ
リ
で
は
牽
引
運
動
で
ボ
ク
シ

ン
グ
の
真
似
事
を
す
る
。
私
の

最
多
は
6
0
0
回
。「
サ
ン
ド

バ
ッ
グ
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
っ

た
ら
、
に
ゅ
っ
と
顔
出
し
て

「
ど
う
ぞ
」。
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
時
に
思
わ

ず
大
笑
い
。
夕
方
ふ
ら
ふ
ら
に

な
っ
て
部
屋
へ
戻
る
。

　
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
有
能
さ
に
は

患
者
に
な
っ
て
改
め
て
敬
服
し

た
。
技
術
的
な
高
さ
も
だ
が
、

リ
ハ
ビ
リ
に
集
中
さ
せ
る
た

め
、
常
に
患
者
に
声
を
か
け

る
。「
上
手
く
で
き
ま
し
た
ね
」

「
い
い
で
す
よ
」「
そ
の
調
子
で

す
」。
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
を

「
こ
な
す
」
の
で
は
な
く
、
患

者
に
寄
り
添
い
一
緒
に
な
っ
て

機
能
回
復
を
目
指
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
。
惚

れ
惚
れ
す
る
よ
う
な
男
前
ば
か

り
で
み
ん
な
優
し
い
。
私
た
ち

は
幸
せ
だ
。
70
数
年
前
ま
で
の

こ
の
国
で
は
、
国
家
予
算
の
半

分
以
上
が
軍
事
費
だ
っ
た
。
働

き
盛
り
の
男
達
は
人
を
殺
す
こ

と
を
教
え
ら
れ
た
。
今
は
、
じ

い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
を
大
事
に

抱
え
て
一
緒
に
歩
い
て
く
れ

る
。
有
り
難
い
こ
と
だ
。

　
◆
保
険
医
協
会
事
務
局
開
所

日
時
：
9
時
30
分
〜
12
時
、
13

時
〜
17
時
30
分
（
土
日
祝
日
を

除
く
）

　
※
5
月
1
日
メ
ー
デ
ー
は
当

会
規
定
に
よ
り
休
日
と
な
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

◇　
　
　
◇

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
4
月
15
日

（
水
）
か
ら
5
月
7
日
（
木
）

の
間
は
、
事
務
局
職
員
は
原

則
、
在
宅
勤
務
と
し
、
事
務
所

へ
の
出
勤
者
数
を
縮
小
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
点
数
関
連
の
質
問
・
照

会
も
含
め
て
、
保
険
医
協
会
へ

の
ご
連
絡
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7

5
・
2
1
2
・
0
7
0
7
）、

メ
ー
ル（info@

hokeni.jp

）、

保
険
医
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
を

確
認
次
第
、
担
当
よ
り
順
次
ご

連
絡
し
ま
す
。

　
保
険
点
数
照
会
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用

紙
は
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
№
2

8
4
（
4
月
25
日
発
行
）
Ｐ
39

に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
任
意

の
書
式
で
構
い
ま
せ
ん
。
連
絡

先
を
明
記
下
さ
い
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　本紙3069、70号でご案内していた、４月26日開催予定
の表題講演会を新型コロナウイルス感染拡大防止の観点
から延期します。ご了承下さい。

保団連近畿ブロック公害環境・市民公開講演会

「人を恐れない神の鳥ライチョウを守る  ! 」
延期のお知らせ

事
務
局
が
５
月
７
日
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
等
で
の
連
絡
に

ご
協
力
下
さ
い

５月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（金）

９日
（土）

10日
（日） 労

災

10日
（日）

○ ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時　
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

た
だ
い
ま

垣田 さち子
（西陣）

8

本
人
働
く
意
欲
あ
り
、
院
長
も
人
手

不
足
で
お
願
い
　
60
歳
代
の
雇
用

知っておきたい
医
院
の
た
め
の
６

桂 

好
志
郎

雇
用
管
理

雇
用
管
理

社
会
保
険

労
務
士

続

表　高年齢雇用継続給付の給付金早見表 （2019年８月１日現在）
　　　 60歳時の賃金
支給
対象月の賃金

400,000 350,000 300,000 250,000

350,000 0 0 0 0

300,000 0 0 0 0

250,000 32,675 8,175 0 0

210,000 31,500 31,500 9,807 0

2 0 2 0 年 (令和 2年) 4 月 2 5 日第 3 0 7 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 (6)毎月10日･25日発行
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